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ＵＤＣ信州が『信州まちづくりデザインスクール』を開講 

～ＵＲ都市機構も構成員として企画運営や演習に参画～ 
 

独立行政法人都市再生機構（以下「ＵＲ都市機構」）が参画する長野県の信州地域デザインセンタ

ー（以下「ＵＤＣ信州」）において、県内市町村の行政職員を対象にしたまちづくりスクール「信州

まちづくりデザインスクール」が７月３日に開講し、開講式が開かれました。 

ＵＲ都市機構はＵＤＣ信州の構成員として企画運営の支援を行うほか、首都圏等の先進事例を題

材とした視察・演習を主導するなど、本スクールの目的である「地域の未来を自ら構想し実行でき

る“次世代のまちづくりリーダー”の育成」への貢献を通じ、長野県が目指すまちづくりを支援し

ていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

信州まちづくりデザインスクール 
・受講対象者 ：所属元から推薦をうけた長野県内の市町村職員（18 名） 

・開講期間  ：令和７年７月～８月 週２日程度 延べ 13 日間（講義、演習で構成） 

・スクール長 ：出口 敦（ＵＤＣ信州センター長、東京大学 執行役・副学長） 

・事 務 局 ：信州地域デザインセンター 

長野県建設部都市・まちづくり課 

長野市で行われた開講式 

 出席者（前列左３番目から）：石田ＵＲ都市機構理事長、 

出口スクール長、中井東京科学大特命教授、阿部県知事 

開講式で挨拶を述べる 

石田ＵＲ都市機構理事長 



ＵＲ都市機構の歩みは戦後の住宅不足解消に端を発しています。1955年から様々なステークホ

ルダーとともに、時代時代の多様性に即し、安全・安心・快適なまちづくり・くらしづくりを通

して、「人が輝く“まち”」の実現に貢献してまいりました。そしてこれからも、変化する社会課

題に挑戦し続けることで皆さまにお応えし、「人が輝く“まち”」づくりに不可欠な存在であり

たいと考えております。これまで培ってきた持続可能なまちづくりのノウハウをいかし、都市

再生事業・賃貸住宅事業・災害復興支援・海外展開支援に全力で取り組んでまいります。 

https://www.ur-net.go.jp/   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考）ＵＲ都市機構のＵＤＣ信州への支援 

近年のさまざまな都市課題を行政のみで解決していくのは困難であることから、長野県からの相

談を受け、ＵＲ都市機構は「まちづくり支援に係る包括連携に関する協定」を県と締結し、公・民・

学が連携してまちづくり支援を行うプラットフォーム「信州地域デザインセンター（ＵＤＣ信州）」

の設立（令和元年８月）を支援しました。 

全国に数あるＵＤＣ（アーバンデザインセンター）のなかで、県全域を対象とする広域ＵＤＣは

初の試みであり、これに参画することで、県内の市町村が行うまちづくりの支援に県と連携して取

り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＵＤＣ信州ホームページ：https://udcshinshu.jp/ 

 

【お問い合わせ先】 

（信州まちづくりデザインスクールに関して） 

 長野県 建設部都市・まちづくり課 

信州地域デザインセンター（UDC 信州）担当 矢口、内山 

電話：026-405-4861（直通） FAX ：026-252-7315 

E-mail：udc-shinshu@pref.nagano.lg.jp 

 （ＵＲ都市機構の参画などに関して） 

  ＵＲ都市機構 

本社 全国まちづくり支援室まちづくり支援課     電話：045-650-0741 

本社 広報室 報道担当               電話：045-650-0887 


